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　シェイクスピアは、夏の日にも勝るという恋人の美しさを、詩の中に
残すことで永遠に留めようとうたった。（1）ヴァージニア・ウルフ
（Virginia　Woolf、1882－1941）もまた同性愛関係にあったとされるヴィッ
タこと、ヴィクトリア・サックヴィル＝ウェスト（Victoria　Sackville－
West，1892－1962）をファンタステックな伝記小説『オL－一ランドー』、
（Orlando，1928）に描き、不滅なものとした。この小説の主人公、オーラ
ンドu－・一（Orlando）は詩人としての、エリザベス朝以来の名門貴族としての、
奔放なバイセクシュアルとしてのヴィッタの側面を集結し、時を越え性
別を越えるたぐい希なる魅力的な人物として創造された。ヴィッタの息
子ナイジェル・ニコルソンは、　『オーランドー』を「文学の形式をとっ
た、歴史上もっとも長く、もっとも魅力的なラブレター」（2）であると記
した。
　オーランドーは、16世紀末のエリザベス朝に16才の少年として登場し、
チャールズ2世の統治時代に30才にして女性に性別を変え、以降女性とし
てヴィクトリア朝で結婚し男子を出産、36才となった現代（1928）では、
少年時代から書き次いだ詩集『樫の木』が認められ成功した詩人である。
先にも述べたように、この300年にわたるオーランドv－一の生涯には、イギ
リス文学史及びサックヴィル家の歴史も織り込められている。しかし特
に注目にあたいするのは、後半部の肉体的には女性であるけれども、か
って男性であっために男性心理と女性心理を合わせ持つ両性具有者とし
てのオーランドL－一の姿である。
　両性具有という概念は、古くはプラトンの『饗宴』にも窺えるように、
人間としての完全なる理想像である。　『オーランドー』の姉妹版と言わ
れるエッセイ『自分だけの部屋』（ARoomofOne’sOwn，1928）の中でウ
ルフは、両性具有性について次のように述べている。
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．．．it　gave　me　made　me　also　ask　whether　there　are　two　sexes
in　the　mind　corresponding　to　the　two　sexes　in　the　body，　and
whether　they・also　require　to　be　united　in　order　to　get　co皿一
P1・te　s・ti・facati・n，・・d　h・pPiness？…Th…　r旧・1・nd…－
fortable　state　of　being　is　that　when　the　t脚0　1ive　in　harmony
together，　spiritually　cooperating．　If　one　is　man，　still　the
陛oman　part　of　the　brain　must　hav6　effect；　and　a　woman　also
must　have　intercourse　with　the　man　in　her．　Coleridge　perhaps
meant　this　when　he　said　that　a　great　mind　is　andorogynous．
It　is　when　this　fusion　takes　place　that　the　mind　is　fully
fertilized　and　uses　all　its　faculties．　（3）
ここでウルフが両性具有性を持ち出したのは、男女の能力をことさちに
二分化し、女性の能力を不当に評価することへの批判のためである。し
かしながら、男性原理と女性原理の混合として両性具有性を特権化する
ことが、男性性／女性性という二項対立をつき崩すものであるというの
は、あまりに’単純な見方である。なぜならショーウォルター一・Eが指摘した
ように、　「男性的パーソナリティの資質や女性的パーソナリティの資質
はそもそもステレオタイプだから、創造的な人は一方に限定されないと
いうのは、実質的に同語反復」（4）なのである。つまり、両性具有性とは、
能動性／受動性、理性／感情、といった男女双方に振り分けられていた
特性を取り込むことによって、この二項対立を乗り越えているようで、
実際のところそのステレオタイプ化を固定し．てしまっている。
　ウルフは、男性から女性になったオーランドーの白我同一性を主張す
ることで、その両性具有性を強調する。しかしそこに混乱、矛盾が生じ
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ていることをウルフの衣装哲学は示している。
　They＊　change　our　view　of　the　veorld　and　world’s　view　of　us．
．．．Had　they　both　worn　the　same　clothes，　it　is　possible　that
their　outlook　m：ight　have　been　the　same・　That　is　the　view．ρf
some　philosophers　and　wise　ones，　but　on　the　whole，　we　in－
cline　to　anoしher．　The　difference　between　the　sexes　is，　hap－
pily．，　one　of　great　profundity．　Clothes　are　but　a　sy鵬bol　of
something　hid　deep　beneath．　．．．　Differerlt　though　the　sexes
are，　they　intermix．　ln　every　human　being　a　vaci11ation　from
one　sex　to　the　other　takes　place，　and　often　it　is　only　the
clothes　that　keep　the　male　or　female　likeness，　while　under－
neat卜　the　sox　is　the　very　oPPosite　of　what　is　above。　　（5）
＊　＝　clothes
　ここでウルフは女性の劣性が、女性の肉体という内在性に由来してい
ることを認めながら、個人の内部に存在する男性性、女性性が流動的で
あることを理由に女性の心理的両性具有性を証明しようとする。オーラ
ンドーは、この心理的両性具有性に説得力を持たせるために、100年に渡
り実際に男性として存在しなければならなかった。しかし、性差のステ
レオタイプ化を固定しているようにしか見えない心理的両性具有性が、
仮に実証されたところで、それが男女平等を導きだすかといえばそ．うな．
らないことを、その後のオーランドーの経験は物語る。ひとたび、女性
の肉体をまとえば、受動的で保護されるべき性である女性という枠組み
の中に入れられてしまう。コンスタンチノープルで女性に変化した後、
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イギリスに戻ったオーランドーを待っていたのは、財産権と爵位に関す
る数々の訴訟であった。男性の肉体を失ったオーランドーにはどちらの
所有権も許されていなかった。（6）
　心一理的両性具有性というウルフの戦略は、祉会的には力を侍たない。
そして社会的な制約がなくならない限り、個人の内面においても、男性
性、女性性というカテゴリーからの真の精神的解放は、ありえない。そ
れが、一番表れているのがオーランドーの結婚であろう。結婚を美徳と
するヴィクトリア朝のオーランドーは、結婚していないことに引け目を
感じ、結婚指輸をはめていない左手が痛むために詩作もできなく、なって
しまう。完成された個人であるはずの両性具有者、オーランドー・一は欠如
感に苛まれ「時代精神に無条件降伏をして」（7）異性の配偶者を求める。
ここで、自由なオーランドーの魂は死を迎えたといっていい。社会制度
としての結婚は、女性であることの社会的意味付け、つまり自らの自律
性の損失に加えて社会的劣位と性的従属を引き受けることに等しい。
tMadam，’the　man　creid，1eaping　to　the　ground，　‘you’re　hurt！’
【1，m　dead，　sir！，　she　replied．　　（8）
　これは、足を挫いて大地に突っ伏していたオーランドーと、この直後
に婚約することになるシェルマーダイン（Shelmerdeine）との初めての会
話である。シェルマーダインは、オーランドーと同じく心理的両性具有
者であるとされ、二人の結婚は対等なものに見えるけれど、出会いから
してオーランドーは典型的に無力なヒロインである。
　結婚によって、女性に変化したために宙ぶらりんな立場にあったオー
ラン．ドーは社会的承認を得る。これによって財産権が復活し、スペイン
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の踊り子ベビータとの結婚（9）は無効となった。そしてさらに、オーラン
ドーはシェルマー一ダインとの間に男子を出産する。これらは、女性が妻、
母という形で示される完全なる女性性という作為的なイメージを達成す
ることで社会的な承認を得ようとする強迫的な行為としての結婚の意味
あいを感じさせる。
　しかし、オーランドーの結婚には肯定的な要素も存在する。それは男
性性、女性性とは何かという問いには、完壁な答えが出されていないし、
そのような答えがあるのか分からないのだから、この問いはひとまずお
いて、男性と女性の関係を抑圧的でなく、相互共存的なものにするには
どうしたらよいかという試みである。オーランドーにとってシェルマー
ダインは感受性の一致したパートナーであり、オーランドーの他の恋人
や求愛者の問にあった他者の所有や束縛の問題はみられない。これは、
オーランドーが詩を完成させ、世に認夢られるのは長いシェルマーダイ
ンの不在期間である点に示される。ただ男女の理想的共存状態を完成さ
せるには、モデルとなったヴィタと同様にオー・Eランドの財産と詩作にみ
られる天賦の才という恵まれた状況が欠かせないといえる。そして多く
の女性には、そのどちらも与えられていないのである。
　このような点をふまえて考えてみると、　『オーランドー』を男性性、
女性性を超越した両性具有性という新たなる感受性の誕生の物語として
手放しに賛美することはできない。むしろ両性具有という形で理想化さ
れたために見えにくくなってしまった女性の経験の物語であるのではな
いだろうか。
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《使用テキスト》
Virginia　Woolf，　9L－　　 （Penguin　Books，　1993．）
《注》
（1）see，　Wi］工ia’m　　Shakespeare，　‘‘　Shakespeare　Sonnet　　18．st
（2）ナイジェル・ニコルソン『ある結婚の肖像』（Nige1　Nicolson，
　＿　）栗原知代・八木谷涼子訳、平凡社、
　P．359．
（3）Virginia　Woolf，　A　Room　of　One，s　Own　，Pengujn　Books，　】945）
　chap．6，　pp．96－97．
（4）E．ショウォルター，『女性自身の文学』（E．Showaltr，　A　1：iterature
　of　their　Own）　川本静子他訳、みすず書房、　p．259．
（5）Virginia　Woolf，　Orlando　，　chap．4，　PP．131－133．
（6）lbid．　　bhap．4，　p．1正9，
（7）lbid．　　chap．5，　p．167．
　　　f（8）lbid．　　chap．5，　p．174．
（9）オーランドーが大使時代に結婚。子供もあったようである。ロシア
　の姫君サーシャ、後に男性となって現れるルーマニア皇女ハリエッタ、
　とオーランドーの対峙する異性は、シェルを除いて異民族であること
　で二重の他者性を付与されている。しかしポストコロニアル批評的な
　解釈はここでは省略させていただく。
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